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平成 30 年度 厚生労働科学研究費補助金（肝炎等克服政策研究事業） 
分担研究報告書(院外非専門医介入班) 

 
当院でのアンケート調査を起点とした愛知県下歯科領域での肝疾患医療連携の構築 
 
研究分担者：井上 貴子  名古屋市立大学病院 中央臨床検査部 
研究協力者：浅田 一史、加藤 正美 愛知県歯科医師会 
研究協力者：渋谷 恭之、近藤 茂樹 名古屋市立大学大学院医学研究科 口腔外科学 
研究協力者：田中 靖人  名古屋市立大学大学院医学研究科 病態医科学 
 

研究要旨：非肝臓専門医から専門医への、ウイルス性肝炎患者の紹介率改善が課題である。当
院では 2017 年 10 月、地域連携医療機関 1,628 施設を対象に、肝炎に関するアンケート調査を
行なった（回答率 11.2％ [183/1,628]）。歯科医師の回答から、肝炎患者を認識していても専
門医に紹介しづらい状況であることが推測された。さらに歯科 323 施設に限定して再度アンケ
ート調査を行ない（回答率 62.8％ [203/323]）、歯科クリニックでは肝炎検査実施が困難で、
患者への問診から情報を入手していることがわかった。歯科医師が肝炎患者を専門医に紹介し
づらい理由として、患者の“専門医に受診済み”との返答・肝炎紹介基準が不明瞭であること
によるためらいが挙げられた。また紹介率改善への工夫として、簡便な診療情報提供書・肝疾
患専門医療機関情報の周知が挙げられた。そのため当院では 2018 年 4 月より、「歯科版・肝炎
用診療情報提供書」の運用を開始した。 

現在、当院でのデータや経験を参考に、愛知県歯科医師会の支援の下、郡市歯科医師会と地
域の肝臓専門医療機関との医療連携構築を目指している。今後、県下でデータを蓄積し、全国
で展開可能な、歯科領域で有効な肝炎対策の提案を目標とする。 

A. 研究目的 

 ウイルス性肝炎の治療は進歩し、肝臓専

門医による適切な治療・経過観察で予後の

改善が可能となった。一方、非肝臓専門医

からのウイルス性肝炎患者紹介は依然とし

て滞り、患者紹介率の改善が課題である。

非肝臓専門医の専門性ごとに紹介しづらい

理由が異なると想定されるため、各科の特

殊性に応じた、有効で実行可能な対策を講

じることが望ましい。 

当院では地域連携医療機関を対象に、肝

炎に関するアンケート調査を行ない、歯科

医師が肝炎患者を認識しても専門医に紹介

しづらい状況にあることが推測された。次

に歯科に限定したアンケート調査を行ない、

その結果を基に 2018 年 4 月より、短時間で

記載できる「歯科版・肝炎用診療情報提供

書」の運用を開始した。さらに現在、愛知

県歯科医師会の支援の下、郡市歯科医師会

と地域の肝臓専門医療機関との医療連携構

築を目指している。 

本報告書ではこれまでの経緯と現在進行

中の事業に関する具体的な内容を報告し、

全国で展開可能な歯科領域で有用性の高い

肝炎対策について考察する。 

 

B. 研究方法 

1）地域連携医療機関を対象とした肝炎に関

するアンケート調査 

調査期間と対象 

 調査期間は 2017 年 10 月の 1 か月間、ア

ンケート調査の対象は当院の地域連携医療

機関 1,628 施設である。 

方法 

アンケートの配布ルートは、名古屋市立

大学病院地域連携センターから地域連携医

療機関へ、他の目的の書類とともに郵送さ

れた。回答は肝疾患センターに FAX で返信
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とした。 

アンケート内容を図 1 に示す。回答した

医師の専門領域は、それぞれの専門科によ

って内科系、外科系、肝臓専門医に分けた。 

 

 
図 1 アンケート 1回目（全診療科、A4 2 枚） 
 
2）歯科の地域連携医療機関を対象とした肝

炎に関するアンケート調査 

調査期間と対象 

 調査期間は 2017 年 12 月の 1 か月間、ア

ンケート調査の対象は当院の地域連携医療

機関（歯科）323 施設である。 

方法 

アンケートの配布ルートは、名古屋市立

大学病院中央臨床検査部（分担研究者）か

ら直接、地域連携医療機関（歯科）へ郵送

された。アンケート関係以外の書類は同封

せず、アンケートの目的・問い合わせ先を

明記した添え状（図 2 左）とアンケート用

紙（図 2 右）のみを郵送し、回答は肝疾患

センターに FAX で返信とした。アンケート

調査の主な内容は、結果に記載する。 

 

添え状：連絡先・目的明記 

図 2アンケート 2回目（歯科限定、A4 1 枚） 

 

C. 研究結果 

1）地域連携医療機関を対象とした肝炎に関

するアンケート調査 

アンケート送付数 1,628 施設、回答数 183

施設で、回答率 11.2％であった。回答が得

られた医師の専門分野を図 3 に示す。専門

分野の回答があった 168 施設中、非肝臓専

門医 157 施設（93.5％）（内科系 97 施設

[57.7％]、外科系 60 施設 [35.7％]）、肝臓

専門医 11 施設（6.5％）であった。 

 
図 3 アンケートに回答した医師の専門分野 
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表 1 歯科 5施設の回答 

 
歯科 5 施設の回答を表 1 に示す。この結果

から、歯科医師は肝炎患者の存在を把握し

ているが、専門医に紹介しづらい状況にあ

ることが推測された。歯科の状況をより詳

細に知るために、2回目のアンケートを計画

した。 

 

2）地域連携医療機関（歯科）を対象とした

肝炎に関するアンケート調査 

 アンケート送付数 323 施設、回答数 203

施設で、回答率 62.8％であった。主な質問

と回答は以下のとおりである。 

 「自院で肝炎検査をしているか」の質問

に 203 施設が回答した。検査をしていない

と回答した施設が 97.0％（197/203）と大半

で、保険制度上の制限から歯科クリニック

での肝炎検査実施は難しいことがわかった

（図 4）。 

図 4歯科クリニックでの肝炎検査施行状況 
 
 
 

「肝炎患者が何名くらい通院している

か」の質問には 199 施設が回答し、数名 

48.2％（96/199）、10 名程度 14.0％（28/199）、

10 名以上 16.1％（32/199）を合わせて

78.3％の施設（歯科医師）が肝炎患者の通

院を把握していることがわかった（図 5）。 

 
図 5 肝炎患者が何名通院しているか 

 

 「肝炎患者を紹介するか」の質問には 192

施設が回答した。（必ず）紹介すると答えた

歯科医師 17.7％（34/192）のうち肝臓専門

医に紹介するのは 29.4％（10/34）に対し、

場合により紹介すると答えた歯科医師

38.0％（73/192）のうち肝臓専門医に紹介

するのは 13.7％（10/73）で、よく肝疾患患

者を紹介する歯科医師ほど肝臓専門医への

紹介が多いことがわかった（図 6）。 

 

図 6 肝炎患者を誰に紹介するか 

 「肝炎患者を紹介しづらい理由」につい

て、場合により肝臓専門医に紹介する（12

名）・場合により内科医に紹介する（62 名）・

紹介しない（80 名）歯科医師ともほぼ同様

の傾向で、患者からの“すでに専門医にか

かっている”との返答・肝炎の紹介基準が

分からないことが多数の意見であった 

（図 7）。 
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図 7 肝炎患者を紹介しづらい理由 

「肝炎患者紹介に必要なことは何か」の

質問には109施設が回答した。複数回答で、

簡便な診療情報提供書 41.3％（45/109）、専

門医療機関の情報 32.1％（35/109）、患者

説明用資材 29.4％（32/109）、歯科医師の

教育・啓発 18.3％（20/109）の回答が多く、

これらは実現可能と考えられた（図 8）。 

 
図 8 肝炎患者紹介に必要なこと 

3）アンケート結果に基づく当院での医療連
携 
 肝炎紹介に必要なこととして、簡便な診
療情報提供書が多く挙げられた。そのため
当院では 2018 年 4 月より、短時間で記載で
きる「歯科版・肝炎用診療情報提供書」の
運用を開始した（図 9）。 

 
図 9 歯科版・肝炎用診療情報提供書 

（名古屋市立大学病院、2018 年 4月～） 

4）愛知県歯科医師会との連携 

 歯科医師より「歯科クリニックから大学

病院に肝炎患者を紹介するのは敷居が高

い」「患者も希望しないし、歯科医師もため

らう」との意見が聞かれた。地域の肝臓専

門医への患者紹介は可能と思われたため、

県下の歯科医師への肝炎啓発活動を開始し

た。愛知県歯科医師会医療管理部・学術部

の理事から支援を受け、まずは郡市歯科医

師会と地域の肝臓専門医療機関との医療連

携構築を目指して、可能な肝炎対策を順次

実行した。 

 愛知県歯科医師会においては、針刺し事

故マニュアル（図 10）の改訂を行ない、す

べての会員に配布した。また県歯科医師会

主催で各地区の学術担当会員・郡市歯科医

師会長を対象に講習会を企画し、肝炎に関

する最新情報の提供を行なった。歯科クリ

ニックで使用可能な啓発資材の試作も開始

した。 

郡市歯科医師会では、講習会でのウイル

ス性肝炎最新情報の普及、B型肝炎ワクチン

接種の重要性の再確認、肝臓専門医療機関

に関する情報提供（図 11）、地域での簡易版

診療情報提供書の導入（図 12）、歯科領域で

の肝炎医療コーディネーターの養成、職種

別B型肝炎ガイドブックの配布を開始した。 

 
図 10 針刺し事故マニュアル 
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歯科から肝臓専門医に紹介しづらい場合： 
歯科（クリニック）から歯科（病院）に紹
介した後、併設する肝臓専門医に紹介 

図 11 歯科と肝臓専門医併設の 
医療機関リスト（抜粋） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
歯科と肝臓専門医併設の医療機関 
：尾北歯科医師会地域内に 2施設 

 
図 12 尾北歯科医師会 

肝炎用診療情報提供書（案） 
 

D. 考察 

非肝臓専門医からのウイルス性肝炎患者

紹介は依然として滞っており、患者紹介率

の改善につながる画期的な対策の導入が求

められている。当院では地域連携医療機関

（かかりつけ医）が肝炎患者を肝臓専門医

に紹介しやすくするシステム作りのため、

全診療科を対象にアンケート調査を行ない、

情報収集を試みた。歯科医師の回答から、

肝炎患者を認識・把握していても専門医に

紹介しづらい状況であることが推測された

ため、さらに歯科に限定したアンケート調

査を行ない、歯科領域の状況を知る端緒と

した。 

1 回目のアンケート調査（全診療科対象）

は回答率 11.2％（183/1,628）と不十分で

あり、調査に協力的な医療機関に限られた

回答となった。不十分な回答率となった原

因として、当院地域連携センターからの

様々な配布書類と同時にアンケートが郵送

されたこと、アンケートの目的が対象者に

十分に伝わっていなかったこと、アンケー

トの分量が A4 2 枚と FAX で返信しづらい分

量だったことが想定される。この失敗を教

訓に、2回目のアンケート調査（歯科限定）

はアンケートのみ単独で郵送し、目的をわ

かりやすく添え状に記載し、A4 1 枚に収ま

るよう質問項目を厳選して行ない、回答率 

62.8％（203/323）を得ることができた。一

方で、2回目のアンケートに回答した歯科医

師からは、肝炎という日常診療で悩ましく

思っている内容のアンケート調査であり、

歯科限定とのことで是非回答したかったと

の意見も複数聞かれた。以上より、少なく

とも愛知県または当院の地域連携医療機関

の歯科医師は、肝炎対策に関心が高いこと

が予想された。 

今回のアンケート調査を通して、歯科医

師は保険制度上、自施設（歯科クリニック）

で肝炎検査の実施が困難であるため、患者

への問診・初診時の問診票からウイルス性

肝炎を含む既往疾患の情報を入手している

ことがわかった。肝炎患者を専門医に紹介

しづらい理由として、患者が“専門医に受

診済み”であると返答する、軽症と思われ

る患者を紹介してよいかためらうとの意見

が聞かれた。これらは多くの歯科医が要望

しているウイルス性肝炎に関する正しい知

識の普及や、肝臓専門医療機関情報の提供

で、ある程度の解決が期待できる。 

紹介率改善への工夫として簡便な診療情
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報提供書が挙げられたのは、医科の医師と

同様であった。当院では 2018 年 4月より簡

易版「歯科版・肝炎用診療情報提供書」の

運用を開始した。現時点で歯科からの大幅

な肝疾患患者紹介数増加には至らないもの

の、当院近隣のクリニックを中心に、肝炎

患者を紹介する歯科が増加した。歯科医師

と医科の医師の相違点は、歯科医師は「肝

炎用診療情報提供書」の書式を利用する点

である（データ集計中）。当院では先に医科

用の「診療情報提供書」を運用し、年間を

通して紹介患者数 1.6 倍を達成した（発表

論文 1））が、書式を使用した紹介患者が少

なかったことと対照的である。歯科領域に

おいては「肝炎用診療情報提供書」の書式

はツールとして実用的であり、今後さらに

簡便な書式を目指す必要がある。 

歯科医師より「肝疾患患者を大学病院に

紹介するのはハードルが高い」との意見が

多く聴かれたため、愛知県歯科医師会の支

援の下、郡市歯科医師会と地域の肝臓専門

医療機関との医療連携構築を目指して、県

下歯科医師会員への肝炎啓発活動を開始し

た。折しも 2018 年 4 月より診療情報連携共

有料の算定が開始され、医科歯科連携に関

する歯科領域での受け入れは良好であった。 

愛知県歯科医師会では、分担研究者監修

のもとで学術部作成の「針刺し事故マニュ

アル」の改訂を行ない、すべての会員に配

布した。マニュアルは活用され、事故発生

時、歯科医師会員は適切に対応できるよう

になった。愛知県歯科医師会主催で郡市歯

科医師会の代表者を対象に、肝炎に関する

講習会を開催した結果、地元に持ち帰った

代表者の提案で郡市歯科医師会での講習会

開催が実現した。さらに、B型肝炎ワクチン

接種の重要性をよく認識していない歯科関

係者が一定数いることがわかったため、す

べての歯科医療スタッフへのスケジュール

に沿ったワクチン接種勧奨が開始された。 

郡市歯科医師会においては、講習会で各

地区の医療圏に合わせた肝臓専門医療機関

に関する情報提供を行ない、簡易版診療情

報提供書の導入と併せて医療連携構築を開

始した。愛知県内に歯科と肝臓専門医が併

設されている医療機関が 40 施設あり、歯科

から肝疾患患者を紹介する際の中心的役割

を担う。医療連携は郡市歯科医師会単位・

地域医療圏（複数の郡市歯科医師会を包括）

単位と、地域特性に合わせて検討している。

来年度以降、さらに本事業に参加する郡市

歯科医師会が増加する予定で、連携の拡大

が期待できる。 

さらに、愛知県では今年度初めて、歯科

領域での肝炎医療コーディネーターを20名

程度養成した。歯科医師は研修会を肝炎に

関する知識習得の機会としてとらえており、

来年度はさらに多くの受講者が予想されて

いる。 

当初、自治体などで活用されている肝炎

啓発資材を、歯科領域に導入することを検

討した。県歯科医師会より、歯科クリニッ

クというユニークな環境での資材導入は慎

重に検討したいとの提案を受けた。現在、

県歯科医師会と協力して、歯科領域での経

験を活かした歯科クリニックで使用可能な

啓発資材の試作を行なっている。 

本取り組みは目標の設定が困難であるが、

事業に賛同する郡市歯科医師会を増やし、

全国の歯科領域においても展開可能で有効

な肝炎対策の提案を目指す。来年度以降、

郡市歯科医師会・地域医療圏ごとに、事業

の効果判定を予定する。引き続き当県が先

駆的に、全国で展開・応用できる歯科領域

での肝炎事業のモデル化を目標とする。 

 

E. 結論 

当院では地域連携医療機関からの肝炎患

者紹介を円滑にするために行なったアンケ

ート調査を起点に、愛知県歯科医師会の支

援の下、県下の歯科領域での肝炎対策に着

手することができた。現在、医療圏の異な
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る複数の郡市歯科医師会で、その特色に合

わせた肝炎対策事業を導入または導入を検

討している。今後、県下でデータを蓄積し、

全国で再現できる有用性の高い肝炎対策の

提案と展開を目指す。 

 

F. 健康危険情報 

  なし 
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